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萩の花 ･尾花 ･蔦花 ･躍麦の花 女郎花また
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瓜食めば 子ども思ほゆ 栗食めば まして
しJl い イ く まなかひ
偲ばゆ 何処より 来たりLものぞ 限交に
かか や丁 い な
もとな懸 りて 安眠し寝さぬ (5･802)










































































秋野在,咲有花乎 指折 可伎数老 七種花
英一
B-萩の花 ･尾花 ･葛花 ･崖麦の花 女郎花ま
た藤袴 ･朝貌の花 其の二 (8･1538)
芽子花 尾花 ･葛花 嬰麦之花 姫部志 又
藤袴 朝貌之花 英二
と,A歌 ･B歌として言及することにする｡














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いめ ふ やぴ あ九 も
(,+,)梅の花夢に語らく風流たる花と吾思ふ酒に浮
あれ
べこそ (いたづらに吾を散らすな酒に浮べこ
そ) (5･852)
(ロ)ぐう(i)は習作の連作とみえて,率直に思うと
ころを述べているところが,むしろ(1)よりもよい
のではないか.しかし,最後の桐は,まことに憶
良らしくない｡酒仙であったらしい大伴旅人の作
がまざれ込んだのではあるまいか｡
*
(3)あふち (センダソ)
｢日本挽歌一首｣に反歌五首がっいており,そ
の一つにアフチ (センダソ)をうたったものが一
首ある｡
妹が見しあふちの花はちりぬべしわが泣く涙ひ
いまだ干なくに (5･798)
大体,長歌 ｢日本挽歌｣は大事の帥大伴旅人が
愛妻を失った悲しみを,山上憶良が代ってその心
情をうたったものとされているが,むしろ憶良自
身の愛妻の死を,憶良自身がうたったのだという
説もある｡私はむしろこの後の説をとるものであ
る｡ところでアフチは ｢新撰字鏡｣に阿不知とあ
り,棟の字をあててあるが,センダソ科のセンダ
ソと同定されている｡五,六月ごろ淡紫色の小さ
い花を開く｡高木で,今日よく並木に使われてい
る｡花としては目立たないが,集中,憶良のの外
に三首見出される｡大伴家持 ｢ほととぎすあふち
の枝に行きてゐば花は散らむな珠と見るまで｣
(17･3913)というのがある｡
以上,憶良の植物美観賞眼を示唆するものとし
ては,梅花の歌4首とあふちの花の歌 1首しかな
く,作はいずれも尋常で,当時,社交上の詠歌と
しては十分に通用するものではあったろうが,憶
良が特にこれらの花に打ち込んでいたという様子
はない｡従って植物一般,花井一般にも,彼は一
般人なみの関心しかもっていなかったのではない
かと臆測される｡この憶良が短歌旋頭歌を連ねて
秋の七草をうたいあげた｡芸術として云為すべき
ほどの作品ではないが,何しろ調子がよい｡簡単
に記憶して,気軽に口ずさむことの出来るメリッ
トを具えている｡このことが,内容の検討に立ち
入ることなしに,昔から今日まで,万人に受け容
れさせてしまったのかも知れない｡
私はあれこれ持ち廻って考えてきたが,憶良が
叙上の七品を列挙して ｢秋の七草｣としたという
ことが,どこか収まりにくく,やはり釈然たらざ
るものが残る｡ざっくばらんに言えば,憶良の作
にはなっているが,実は憶良の作ではなくて,何
かの紛れで彼の歌 となってしまったのではない
か,と臆測する｡それにしても辞書 ･歳時記の頬
が,まるで当然のことのように,｢秋の七草｣なる
ものを恒良の創唱として,何らかえりみるところ
のないのは,編集者の怠慢というか,余りの無神
経振りに驚くばかりである｡
後考を待つ｡
(1983-昭和58年11月24日初稿)
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